2. 通信方式
2.1. 通信プロトコル

本インターフェースにおける通信プロトコルを表2.1-1オンライン連携時の通信プロトコルに示す。

表2.1-1オンライン連携時の通信プロトコル
	項番
	分類
	プロトコル
	備考（Version等）

	1
	トランスポート・プロトコル
	HTTP
	HTTP1.1準拠

※HTTPS（暗号化）は使用しない

	2
	Webサービス・プロトコル
	SOAP
	SOAP1.1準拠


2.2. SOAP方式

2.2.1.オペレーションスタイル/エンコーディング

本インターフェースにおけるオペレーションスタイル/エンコーディングを表 2.2-1に示す。

表2.2-1SOAPオペレーションスタイル/エンコーディング方式
	項番
	分類
	方式
	備考

	1
	オペレーションスタイル
	documentスタイル
	

	2
	エンコーディング
	literal方式　Wrapped型
	


2.2.2.SOAP FAULT

本インターフェースにおけるSOAP FAULT 仕様は、「SOAP Fault インターフェース電文」を参照のこと。
2.3. SOAPメッセージ構成
本インターフェースにおけるSOAPのメッセージ構成を図2.3-1 メッセージ構成図、各構成要素を表2.3-1 SOAPメッセージ構成要素に示す。


[image: image1]
図2.3-1メッセージ構成図

表2.3-1SOAPメッセージ構成要素

	項番
	要素名
	特記事項

	1
	ヘッダ部
	トランスポート・プロトコルの仕様に従う。

	2
	SOAPヘッダ部
	定義しない。

	3
	SOAP本体部
	記述する属性、要素、NameSpace等は、IFごとにWSDLに定義する。
ただし、wrappedスタイルとし、wrapするタグ名はWSDLに従う。


2.4. 接続時間

本インターフェースを使用する各システムの稼動時間を表 2.5-1に示す。

表 2.4-1　各システムの稼動時間

	項番
	システム名
	稼動時間
	備考

	1
	光アンバンドル業務支援
	24時間
	－


2.5. 接続周期

本インターフェースにおける接続周期を表 2.5-1に示す。

表 2.5-1　接続周期 

	項番
	接続

システム
	接続パタン

（接続機能）
	接続周期
	備考

	1
	光アンバンドル業務支援
	オンライン
	随時
	


2.6. 接続制限方式

2.6.1.前提条件

接続制限が必要な場合は、接続先側のシステムにて接続制限を行う。
2.6.2.接続制限方法

　　　接続数：100
2.7. 認証方式

特に認証は行わない。
2.8. メッセージ定義（WSDL）の交換、XMLスキーマ定義の交換

本インターフェースにおけるメッセージ定義の交換方法を表2.8-1メッセージ定義交換方法に示す。
表2.8-1メッセージ定義交換方法

	項番
	接続

方向
	公開

有無
	交換方法
	備考

	1
	光アンバンドル業務支援→統合HHCサーバ
	有
	IF定義書による事前交換

※接続先システムがリクエスト、レスポンス定義を作成し、接続元システムへ共有する。
	


2.9. 信頼性方式

障害時、冗長化された統合HHCサーバーへIPを引き継ぐため、クライアントは接続先を変更する等の必要はない。
2.10. 流通文字

本インターフェースにおいて流通する文字を表2.10-1流通文字一覧に示す。

表2.10-1流通文字一覧

	項番
	項目
	内容
	備考

	1
	文字コードセット
	UTF-8
	XMLを利用するため、標準の文字コードエンコーディングを利用

	2
	文字コード範囲
	「MS932」に該当する文字セット
	FrontシステムがWindows端末であるため、文字コードセットは、Windows標準文字コードセットとする。

	3
	改行コード
	LF
	


2.11. 外字

本インターフェースで流通する外字コードを表 2.11-1に示す。

表2.11-1　流通する外字
	項番
	分類
	流通有無
	備考

	1
	ベンダ依存文字
	一部有
	· Windows標準文字コードセットを利用しているため、下記のベンダ依存文字は、流通可能。

· ＮＥＣ特殊文字

· ＮＥＣ選定ＩＢＭ拡張文字

· ＩＢＭ拡張文字

	2
	ユーザ外字
	有
	CUSTOM外字のみを許容する。


2.12. 文字フォーマット
本インターフェースで流通する項目フォーマットの文字範囲を表 2.12-1に示す。

表 2.12-1　項目フォーマットの文字範囲

	項番
	フォーマット
	説明
	文字範囲

（UTF-16）

	1
	半角
	ASCII文字あるいは半角カナ

※空白文字を含む
	0x20～0x7E, 0xFF61～0xFF9F

	2
	半角カナ
	半角カナ文字
	0xFF61～0xFF9F


	3
	半角数字
	ASCII数字
	0x30～0x39


	4
	半角英数字・記号
	空白文字列を除くASCII文字
	0x21～0x7E


	5
	全角
	ASCII文字・半角カナ以外の文字
	(0x20～0x7E, 0xFF61～0xFF9F)以外

	6
	日付
	数字または"/"

※形式は業務で指定
	(0x30～0x39) 又は(0x2F)


2.13. 通信シーケンス（異常時）
(A)前提条件

・光アンバンドル業務支援側に返却されたエラーは、光アンバンドル業務支援側からリカバリ処理のトリガを引けるように、crane等の製品でエラー検知の仕組みを実現することとする。
(B)シーケンス一覧（異常時）
　異常時の通信シーケンスを表2.13-1通信シーケンス一覧に示す。

表2.13-1通信シーケンス一覧
	パタ

ーン

	接続

方向
	エラー返却

方法
	エラー原因
	リカバリ方法
	備考

	
	
	
	
	接続システム
保守者対応
	統合HHCサーバ
保守者対応
	

	1
	光アンバンドル業務支援→統合HHCサーバ
	返却なし

（タイムアウト）
	・統合HHCサーバ側システム障害
	―
	①
	業務ステータスの不整合の可能性があるため、運用対処要

	2
	
	
	・ネットワーク障害
	1 
	2 
	

	3
	
	返却なし（光アンバンドル業務支援側アプリケーション障害）
	・光アンバンドル業務支援側システム障害
	①
	―
	

	4
	
	結果コードNG(XML)
	・桁数、属性、必須エラー

・DB検索エラー
	①
	―
	業務エラーの詳細は「エラーコード」参照


※リカバリ方法の○内の数字は、リカバリ対処の順を示す
(C)タイムアウト【パターン１、２】

　処理パターン概要を表2.13-2 タイムアウト、図2.13-1 タイムアウトに示す。
表2.13-2 タイムアウト

	項番
	項目
	概要
	備考

	1
	エラー発生原因
	サーバ側のシステム障害

ネットワーク障害
	

	2
	エラー返却方法
	エラー返却なし
	

	3
	リカバリ方法
	業務ステータスなどの不整合の可能性があるため、運用対処、もしくは、障害対処。その後、光アンバンドル業務支援側から要求メッセージを再送。
	



[image: image2]
図2.13-1 タイムアウト

(D) 光アンバンドル業務支援側システム障害【パターン３】

　処理パターン概要を表2.13-3光アンバンドル業務支援側システム障害、図2.14-2光アンバンドル業務支援側システム障害に示す。
表2.13-3光アンバンドル業務支援側システム障害

	項番
	項目
	概要
	備考

	1
	エラー発生原因
	光アンバンドル業務支援側システム障害
	

	2
	エラー返却方法
	エラー返却なし
	

	3
	リカバリ方法
	障害対処後、光アンバンドル業務支援側から要求メッセージを再送。
	



[image: image3]
図2.13-2光アンバンドル業務支援側システム障害

(E) 光アンバンドル業務支援側システム障害【パターン４】

　処理パターン概要を表2.13-4 処理パターン概要 結果コードNG、図2.13-3処理シーケンス 結果コードNGに示す。

表2.13-4 処理パターン概要 結果コードNG

	項番
	項目
	概要
	備考

	1
	エラー発生原因
	・DB検索エラーなどサーバ側でハンドリング可能な業務エラー
	

	2
	エラー返却方法
	サーバ側でXMLの結果コードにNGを示すコードを設定し、各システム側へ応答メッセージを返却
	

	3
	リカバリ方法
	光アンバンドル業務支援側でエラーとなった項目、内容を対処後、統合HHC側へ要求メッセージを再送
	



[image: image4]
図2.13-3 処理シーケンス 結果コードNG(XML)
2.14. タイムアウト仕様
本インターフェースにおけるタイムアウト設定値、自動リトライ仕様について表 2.15に示す。
表 2.14-1 タイムアウト設定値
	項番
	接続方向
	I/F
	タイムアウト値
（秒）
	備考

	1
	光アンバンドル業務支援→統合HHCサーバ
	全てのＩ／Ｆ
	110
	


2.15. XML定義
本インターフェースにおいてXMLスキーマ言語、XML記述方法について表2.14-1XMLスキーマ言語、表2.14-1　XML記述方法に示す。

表2.15-1　XMLスキーマ言語

	項番
	ＸＭＬスキーマ定義
	備考

	1
	「XML Schema1.0」による定義とする。
	SOAPの標準仕様に従う。


表2.15-2XML記述方法
	項番
	項目
	接続

方向
	内容
	備考

	1
	タグなし

タグあり（値なし）
	共通
	タグなし/タグありを許容する。
	タグのあり/なしは各システムに従う。

	2
	タグあり（値なし）の表記方法
	共通
	下記のどちらも許容する
空値
・<要素></要素>

・<要素/>
Null

・<要素 nil="true"></要素>

・<要素 nil="true" />
	・XMLインスタンス上の要素に「nil="true"」設定を許容するIF項目は、各IFのXMLスキーマ定義にて、各要素の属性に「nillable="true"」を設定する。

	3
	XML内のエスケープ対象文字とエスケープ方法
	共通
	エスケープ対象文字：

下記の文字とする。

①&
②'
③"
④<
⑤>
エスケープ方法

下記の文字に変換する。

1 & →&amp;
2 ' →変換なし

3 " →属性値：&quot ;
　→要素値：変換なし
4 < →&lt;
5 > →変換なし
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